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CS-807の 呼吸器疾患における有用性 についての臨床的検討

原田俊一 ・加藤達雄 ・山根至二 ・真下啓明

東京厚蛋年金病院内科

新経ロセフェム剤CS-807の 臨床有用性について検討 した。対象は内科外来患者10例,入 院患者

2例 の計12例 で,す べて呼吸器感染症であった。投与量は400mg1日 分2が8例,200mg1日 分2

が3例,300mg 1日 分3が1例 で,投 与日数は5～14日 である。全12例 の投与成績は,有 効8例,

やや有効4例 であり,良 好な治療成績を得た。全例で投与数日内に解熱 白血球数」CRP,血 沈

の正常化,喀 痰の性状の改善,喀 痰量の減少が見られ,さ らに肺炎の4例 では胸部X線 所見の著明

な改善がみられた。分離菌別ではS.aureus4例 では1例 が投与後の菌検査のデータがなく不明で

あったが残 り3例 はすべて消失,H.influenzae 1例 では減少であった。副作用は自他覚症状は全

例に認めないが臨床検査値異常として好酸球増多と軽度のGOT・GPT上 昇が1例 ずつ出現したの

みで,重 篤なものは認められなかった。

CS-807は 。三 共(株)で開 発 され た経 口 用 セ フ ァロ ス ポ

リン剤 で あ り,そ の 構造 はFig.1に 示 す通 りで あ る。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807

本剤は優れた抗菌活性を示すが経口吸収 されないR

-3763の4位 カルボン酸にイソプロポキシカルボニルオ

キシエチルをエステル結合させることにより経口吸収性

を高めた薬剤であり,従 来の経口用セフェム剤にみられ

ない抗菌スペクトラムの拡大,抗 菌力の増大,お よびβ

ラクタマーゼに対する安定性が特徴 とされている。1)

我々は,CS-807を 呼吸器感染症12例 に使用 し,そ の臨

床的有用性について検討した。

1.対 象および方法

対象は,昭 和60年10月 よ り61年9月 まで,東 京厚生

年金病院内科の外来あるいは入院 して治療を受 けた12

名 で,男7名,女5名,年 齢 は19～83才 で あった。 ま

た呼吸器感染症の内訳は肺炎4例,急 性気管支炎5例,

慢性気管支炎の急性増悪例3例 であった。CS-807の 投

与量は400mg1日 分2が8例,200mg 1日 分2が3例,

300mg 1日 分3が1例 で,投 与日数は5～14日 であった。

効果判定には,自 覚症状の消失,解 熱 白血球数 血

沈の正常化,CRPの 陰転 喀痰の性状の改善,喀 痰量

の減少,胸 部X線 所見上の陰影の縮小 ・消失,分 離菌の

消失などを指標 として,そ の改善度と改善の早さより著

効,有 効,や や有効 無効とに分けた。

副作用 としては皮膚症状,胃 腸症状などの自他覚所見

のほか,尿 所見 血算 肝 ・腎機能などを検索した。

II.成 績

CS-807の 投与成績をTable1に 一括して表示した。

臨床効果は,肺 炎4例 は全例有効 急性気管支炎5例 の

うち有効3例,や や有効2例,慢 性気管支炎の急性増悪

3例 のうち,有 効1例,や や有効2例 であった。

起因菌の同定されたものは5例 で,Samus4例

H.influenzae 1例 で,投 与後Saureus4例 のうち3

例で消失,1例 は喀痰がとれなかったため菌検索不能と

なり不明 とした。H influenzae 1例 は減少にとどまっ

た。

III.副 作 用

本剤投与前後の観察では,発 疹,発 熱 悪心,嘔 吐

下痢等の自覚的副乍用は認められなかった。臨床検査値

では症例1に おいて好酸球が投与により2か ら11へと

増 多 した。また症例5に お いて投与 後4日 目に
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Table 1 Clinical results of  CS.807 treatment

GOT 45.0,GPT 45.0と 軽 度の肝機能障害が出現 した。

本症例の初診時の肝機能は正常であり,本 薬剤に起因

するものである可能性が示唆されたが,そ の後は来院し

ておらず,以 降の経過は不明である(Table2)。

IV.考 察

三共(株)で新たに開発されたCS-807は,優 れた抗菌力

を示すR-3763を 経口投与可能にしたものであり,従 来

の経ロセフェム剤には見 られない幅広い抗菌性を持って

いる。1)我々は,CS-807を 呼吸器感染症12例 に投与 し

たが,有 効8例,や や有効4例 と良好な治療成績を得た。

起因菌別にみると,S.aureus 4例 中3例 で菌消失,ま

た残 りの1例 も喀痰の消失を認めてお り,そ の有効性が
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確認された。また投与量別にみると,1日400mg投 与 し

た8例 中有効例は6例 であったのに対 し,1日200mg投

与した3例 中,有 効例 は1例 であったことから,1日

400mg投与の方がより良好な有効性が得 られるものと考

えられた。

副作用および臨床検査値異常としては,軽 度のGOT,

GPTの 上昇と好酸球増多が1例 ずつ認められたものの,

重篤なものはなく,安 全性の高い薬剤 と考えられる。
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A new oral cephem antibiotic, CS-807 was administered to 12 patients with respiratory infections, 10 of

outpatients and 2 of inpatients. The drug was given a daily dose of 400mg, b.i.d. in 8 patients, 200mg, b.i.d.

in 3 patients, and 300mg, t.i.d. in one patient for 5 to 14 days. The clinical result was good in 8 cases and fair

in 4 cases. In all cases, normalize of fever, WBC, CRP and ESR, and amelioration of sputum property and

decrease of sputum volume were observed in several days after medication. Moreover, in 4 cases with

pneumonia marked recovery of chest X-ray findings was found. Bacteriologically, isolates of S. aureus were

eradicated in 3 cases and not evaluable in one case, and isolate of H. influenzae was decrease in one case. No

side-effect was observed in all cases. Abnormal laboratory values were increase of eosinophile number and

slightly elevated GOT, GPT in one case each. None were serious.


